


 

 

 また、右の表は2017年に日本からタイ向けに 

輸出された農林水産物・食品輸出の上位10品目 

と輸出額です。１位の豚の皮は食品としてでは 

なく、靴やかばんなどに使用されるもので、中 

国での環境規制の強化を受けて、今まで中国に 

あった革製品の生産拠点をタイに移転する傾向 

が増え、2017年には輸出総額の約７割をタイ向 

けが占めたほど増えています。10品目中４品目 

に魚が入っていますが、注目したいのは７位の 

牛肉です。以前はタイでは信仰上の理由や質の 

いい牛肉が生産されていないなどの理由から牛 

肉はあまり食べられていませんでした。しかし、 

2000年ごろから続く日本食ブームの中でしゃぶ 

しゃぶ・すき焼きの食べ放題のお店が繁盛した 

り、大手牛丼チェーンが出展したり、最近では 

ステーキハウスも流行するほど牛肉を食べる食 

文化が広がりをみせています。日本からタイへ 

の牛肉の輸出は2011年に解禁、2016年に月齢制限を撤廃されるなど規制緩和が進んでおり、

2015年と2017年の比較では約50％増と上昇傾向を続けています。 

 

 その一方で、タイ政府はトランス脂肪酸の主原料となる部分水素添加油脂及び部分水素添

加油脂を用いた食品を製造・輸入・販売することを禁止する法令を公布し、タイ向け青果物

の選別及び梱包工程を行う施設について基準を設け、証明書の取得を義務付けるなど、規制

強化の動きもあり、日本産食品の輸出にあたって、新たな規制等に留意することが重要にな

っています。 

 

 今後もタイの日本食市場は成長が見込まれています。展示会への出展や現地での市場調査

などご希望の方は、ぜひ当サポートデスクへご相談ください。 

順位 品目 金額 

１ 豚の皮 80 億円

２ かつお・まぐろ類 66 億円

３ さば 27 億円

４ いわし 18 億円

５ ソース混合調味料 15 億円

６ さけ・ます 13 億円

７ 牛肉 10 億円

８ 牛・馬の皮 7 億円

９ アルコール飲料 6 億円

１０ 配合調製飼料 6 億円

タイ向け農林水産物・食品輸出上位 10 品目 

出典：農林水産省調査 




